
 

 

 

 

 

 

 

 結晶方位の回転と極点図の回転 
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概要 

 極点図の回転(PFRotation)はＴＤ軸、ＲＤ軸、ＮＤ軸の材料軸回転であり、 

    結晶方位の回転(CrystalOrientation)は、ＴＤ方位、ＲＤ方位、ＮＤ方位の結晶軸回転で表現される。 

  

 では、ｃｕｂｅを RD軸[100](Crystal:[100])を軸に４５度回転でGossが得られる。 

  

       

 ＧｏｓｓのＴＤ軸［01-1］(Crystal:[01-1])を軸に５５度回転で Copperが得られる 

  

       

 

 

 

 

 



ＣｕｂｅからＧｏｓｓをＰＦＲｏｔａｔｉｏｎで確認（ＲＤ軸を４５度回転） 

 

 

 

 ｛ｈｋｌ｝－＞｛１１０｝ 

 ＜ｕｖｗ＞－＞＜１００＞ 

 

 

 

 

 



ＣｕｂｅからＧｏｓｓをＣｒｙｓｔａｌＲｏｔａｔｉｏｎで確認（［１００］軸を４５度回転） 

 

 

 



Ｇｏｓｓから CｏｐｐｅｒをＰＦＲｏｔａｔｉｏｎで確認（TＤ軸を５５度回転） 

 

 

 

 

 ｛ｈｋｌ｝－＞｛２１１｝ 

 ＜ｕｖｗ＞－＞［１１１］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＣｕｂｅからＧｏｓｓをＣｒｙｓｔａｌＲｏｔａｔｉｏｎで確認（［０１－１］軸を５５度回転） 

 

 

 



おまけ 

単結晶であれば、ＣｕｂｅからＧｏｓｓをＰＦＲｏｔａｔｉｏｎで確認（ＲＤ軸を４５度回転）した 

 ｛１１２｝極点図から方位の決定（代表２点から） 

入力極点図    計算された極点図 

    

 

 ｛０１１｝＜１００＞が求められる。 

 



 

単結晶であればＧｏｓｓから CｏｐｐｅｒをＰＦＲｏｔａｔｉｏｎで確認（TＤ軸を５５度回転） 

 ｛１１２｝極点図から方位の決定 

入力された極点図    計算された極点図 

  

 

 ｛１２１｝＜１－１１＞が決定される。 


